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論 文 要 旨 
 












1. 慢性腎不全（Chronic kidney disease: CKD）モデルラットにおけるサクランの腎不全進行，酸
化ストレスの抑制及び腸内細菌叢の変化に関する検討 
腎機能低下が不可逆的に進行する CKD患者において，生命予後に大きな悪影響を及ぼす因子と




















チンナノファイバー（surface-deacetylated chitin nanofibers; SDACNFs）と比較検討した．はじめにサ
クランの至適投与量を決定するため，健常ラットに対するコーン油とサクラン投与による血漿トリ
グリセリドの上昇抑制効果について検討した．その結果，サクラン投与量 20mg/day 以上で有意な














ピル-β- CyD（2-Hydroxypropyl-β-cyclodextrin : HP-β-CyD）が THCに対して最も高い可溶化能を示し
た．そこで，モル比 1:1 THC/HP-β-CyD複合体を調製し，その物理化学的特性を検討した結果，THC 
は HP--CD と均一な非晶質複合体を形成することが確認された．次に，THC/HP-β-CyD 含有サク
ラン/SDACNFs貼付剤を異なる重量比「サクラン: SDACNFs = 1:4，1:1，4:1」で調製し，in vitroに
おける膨潤性，保水性，抗酸化能及び THC 徐放効果について検討した．その結果，重量比「サク
ラン: SDACNFs = 1:1及び 4:1」の貼付剤が総合的に有用であることが示唆された．さらに，皮膚損
傷モデルラットを用いて創傷治癒効果を検討した結果，重量比「サクラン: SDACNFs = 1:1」の貼付
剤が最も創傷被覆材として有用であることが明らかとなった．以上の結果より，安全性に優れる天
然多糖類を組み合わせることにより，新たな経皮吸収型治療システムの構築が可能となることが明
らかとなった。 
 
以上，臨床応用に向けてサクランの経口摂取による新たな知見を得ることができた．また，静電
的相互作用を利用した薬物含有複合型貼付剤は新規創傷被覆剤として応用可能なことが示された．
今回得られた知見は，サクランを利用した医薬品、機能性食品、DDS 素材などを開発する上で有
用な基礎資料になるものと考えられる． 
 
